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1.  平成21年3月期第3四半期の業績（平成20年4月1日～平成20年12月31日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第3四半期 72,715 ― 4,198 ― 4,407 ― 2,307 ―

20年3月期第3四半期 67,675 16.1 5,450 53.1 5,567 55.4 2,960 60.5

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益

円 銭 円 銭

21年3月期第3四半期 1,619.52 1,606.63
20年3月期第3四半期 2,081.49 2,074.75

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第3四半期 42,675 28,783 67.4 20,181.02
20年3月期 42,960 27,171 63.2 19,079.55

（参考） 自己資本   21年3月期第3四半期  28,783百万円 20年3月期  27,171百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― ― ― 300.00 300.00
21年3月期 ― ― ― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ――― 300.00 300.00

3.  平成21年3月期の業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 96,700 6.6 5,000 △25.5 5,100 △26.0 2,500 △29.6 1,752.85

4.  その他 
(1) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。  

(2) 四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。  

(3) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第3四半期  1,426,252株 20年3月期  1,424,111株

② 期末自己株式数 21年3月期第3四半期  ―株 20年3月期  ―株

③ 期中平均株式数（四半期累計期間） 21年3月期第3四半期  1,424,626株 20年3月期第3四半期  1,422,243株

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、リスクや不確
実性を内包しております。したがいまして、個人消費の動向や経済環境などの諸要因の変化により、実際の業績等は記載内容と異なる可能性があることを予めご承知お
きください。 
・当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）
を適用しております。また、「四半期財務諸表等規則」に従い四半期財務諸表を作成しております。  
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定性的情報・財務諸表等

１．経営成績に関する定性的情報

　当第３四半期累計期間におけるわが国の経済は、原油価格等が落ち着きを取り戻し始めた一方、米国発の金融・経

済危機の影響を受け、企業業績が急激に悪化しました。雇用や所得への不安がより一層強まるなか、個人消費の抑制

傾向が更に高まる等、景気後退色も一段と強まりました。

　当社が属するスペシャルティコーヒー市場におきましても、国内経済情勢の悪化を受け、生活防衛意識が高まり、

消費者の購買意欲が低下するという厳しい経営環境が続きました。このような状況の下、当社は次のような事業展開

を行いました。

　当社の強み及び特長であります「最高のコーヒー」「くつろげる空間」「パートナーによる魅力的なサービス」を

生かした「サードプレイス（お客様の職場と家庭との間にあって、いつでも安心してくつろげる第三の場所）」の提

供を一層強化し、ブランドの差別化に努めました。

　新商品につきましては、ビバレッジではスターバックスのコーヒーをジェリーとして加えた「コーヒー ジェリー 

フラペチーノ®」が、フードではイタリアの伝統的なパンを使用した「フィローネ」が、斬新さと相俟って大変ご好評

いただきました。

　また店舗展開におきましては、出店立地の選別をより強化しつつ、環境に応じた独創的な店舗を出店いたしました。

66店舗の新規出店(うちライセンス５店舗）、３店舗の退店を行なった結果、当第３四半期累計期間末における店舗数

は839店舗（うちライセンス27店舗）となりました。

以上の活動の結果、当第３四半期累計期間の売上高は72,715百万円（前年同期比 7.4%増）となりました。７月に実

施した価格改定等に伴い客単価が上昇した一方、取引件数の伸び悩みが続いたことにより、既存店売上高は対前年同

期比97.6%にとどまりましたが、継続的な新規出店により全体では増収となりました。

月別の既存店対前年同期比は以下の通りです。

 月 第１四半期 第２四半期 10月 11月 12月 第３四半期 第３四半期累計

既存店

対前年同月比

 

売上高 96.8％ 98.6％ 97.5％ 100.2％ 95.0％ 97.3%　 97.6％　

取引件数 95.6％ 95.3％ 94.0％ 95.1％ 91.4％ 93.3%　 94.7％　

客単価 101.2％ 103.4％ 103.7％ 105.3％ 104.0％ 104.3%　 103.0％　

売上総利益は51,156百万円と、前年同四半期累計期間に比べて2,777百万円の増益となり、売上総利益率は70.3％と、

前年同四半期累計期間に比べて1.2ポイントの減少となりました。価格改定の効果による改善がみられたものの、牛

乳・乳製品や小麦粉等の原材料価格の上昇並びに商品の売上構成比の変化等により、売上総利益率は前年値を下回り

ました。

営業利益は4,198百万円と、前年同四半期累計期間に比べて1,252百万円(22.9％)の減益となりました。これはコス

ト管理の徹底と業務効率化による経費節減に引き続き努めたものの、既存店売上高の減少等により、販売費及び一般

管理費率が64.6％と、前年同四半期累計期間に比べて1.2ポイントの増加となったことによります。

経常利益は4,407百万円と、前年同四半期累計期間に比べて1,160百万円(20.8％)の減益、四半期純利益は2,307百万

円と、前年同四半期累計期間に比べて653百万円(22.0％)の減益となりました。

２．財政状態に関する定性的情報

当第３四半期会計期間末における総資産は、前事業年度末に比べて285百万円減少して42,675百万円となりました。

流動資産は、前事業年度末に比べて2,019百万円減少いたしました。これは主に店舗増加に伴う設備投資や法人税等

の支払のため、現金及び預金が2,340百万円減少したことによるものです。

固定資産は、前事業年度末に比べて1,734百万円増加いたしました。これは主に店舗の新規出店や改修のための投資

により有形固定資産が917百万円、差入保証金が862百万円増加したことによるものです。

流動負債、固定負債は、前事業年度末に比べて1,896百万円減少いたしました。これは、主に法人税等の支払による

ものです。

（キャッシュ・フローの状況）

当第３四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べて3,339百

万円減少し、1,710百万円となりました。

営業活動による資金の増加は、2,193百万円（前年同期比1,569百万円減）となりました。これは、主に法人税等の

支払3,020百万円があったものの、税引前四半期純利益の計上4,302百万円や減価償却費の増加2,683百万円によるもの

です。
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投資活動による資金の減少は、5,108百万円（同994百万円増）となりました。これは、主に新規出店、既存店の改

修を主目的とする有形固定資産の取得による支出3,892百万円、保証金の差入による支出1,040百万円によるものです。

財務活動による資金の減少は、424百万円（同385百万円減）となりました。これは、主に配当金の支払によるもの

です。

３．業績予想に関する定性的情報

  平成21年３月期の業績予想につきましては、平成20年11月13日発表の業績予想から変更ありません。　

 

４．その他

（１）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（簡便な会計処理）　

① 一般債権の貸倒見積高の算定方法

前事業年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定する方法としております。

② たな卸資産の評価方法

たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿価切

下げを行う方法によっております。

③ 繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前事業年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況に

著しい変化がないと認められるので、前事業年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利

用する方法によっております。

（ 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理 ）

① 税金費用

当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積

り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法としております。

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

（２）四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

① 四半期財務諸表に関する会計基準の適用

当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会

計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期財務諸表等規則」に従

い四半期財務諸表を作成しております。

② たな卸資産の評価に関する会計基準の適用

通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、月次総平均法による原価法によっておりましたが、第

１四半期会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５日）が適用さ

れたことに伴い、月次総平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方

法）により算定しております。この変更に伴う損益に与える影響はありません。
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５．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末 
(平成20年12月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,710,187 4,050,767

売掛金 3,634,801 3,081,041

有価証券 － 999,095

商品 897,849 894,470

原材料 1,233,453 935,735

その他 3,578,780 3,109,567

貸倒引当金 △27,878 △23,745

流動資産合計 11,027,193 13,046,932

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 9,129,325 8,426,546

その他（純額） 3,936,426 3,721,505

有形固定資産合計 13,065,751 12,148,052

無形固定資産 1,298,646 1,230,587

投資その他の資産   

差入保証金 16,059,196 15,196,512

その他 1,321,074 1,417,205

貸倒引当金 △96,519 △78,832

投資その他の資産合計 17,283,751 16,534,884

固定資産合計 31,648,149 29,913,524

資産合計 42,675,342 42,960,456

負債の部   

流動負債   

買掛金 2,285,480 2,270,831

短期借入金 2,000,000 －

1年内返済予定の長期借入金 292,000 2,176,000

未払法人税等 730,247 1,803,862

賞与引当金 32,497 －

その他 7,265,755 8,067,138

流動負債合計 12,605,981 14,317,831

固定負債   

長期借入金 522,500 664,000

役員退職慰労引当金 16,854 269,081

その他 746,783 538,152

固定負債合計 1,286,137 1,471,233

負債合計 13,892,119 15,789,065

純資産の部   

株主資本   

資本金 8,368,721 8,356,414

資本剰余金 10,943,781 10,931,474

利益剰余金 10,270,564 8,390,585

株主資本合計 29,583,067 27,678,474

評価・換算差額等   

繰延ヘッジ損益 △799,845 △507,083

評価・換算差額等合計 △799,845 △507,083

純資産合計 28,783,222 27,171,390

負債純資産合計 42,675,342 42,960,456
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（２）四半期損益計算書 
（第３四半期累計期間） 

（単位：千円）

当第３四半期累計期間 
(自 平成20年４月１日 

 至 平成20年12月31日) 

売上高 72,715,542

売上原価 21,558,607

売上総利益 51,156,934

販売費及び一般管理費 46,958,785

営業利益 4,198,149

営業外収益  

受取利息 5,855

為替差益 54,419

プリペイドカード失効益 94,792

その他 82,574

営業外収益合計 237,641

営業外費用  

支払利息 24,295

その他 4,386

営業外費用合計 28,681

経常利益 4,407,109

特別損失  

減損損失 52,688

固定資産除却損 44,474

その他 6,960

特別損失合計 104,123

税引前四半期純利益 4,302,985

法人税等 1,995,773

四半期純利益 2,307,211
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

当第３四半期累計期間 
(自 平成20年４月１日 

 至 平成20年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税引前四半期純利益 4,302,985

減価償却費 2,683,545

減損損失 52,688

引当金の増減額（△は減少） △197,909

受取利息及び受取配当金 △5,855

支払利息 24,295

為替差損益（△は益） △14

有形固定資産除却損 46,033

売上債権の増減額（△は増加） △553,760

たな卸資産の増減額（△は増加） △301,096

仕入債務の増減額（△は減少） 14,649

その他 △832,458

小計 5,233,103

利息及び配当金の受取額 5,855

利息の支払額 △25,364

法人税等の支払額 △3,020,410

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,193,183

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △3,892,882

無形固定資産の取得による支出 △452,241

差入保証金の差入による支出 △1,040,457

差入保証金の回収による収入 235,345

その他 42,024

投資活動によるキャッシュ・フロー △5,108,210

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入れによる収入 2,000,000

長期借入金の返済による支出 △2,025,500

株式の発行による収入 24,615

配当金の支払額 △423,762

財務活動によるキャッシュ・フロー △424,647

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,339,675

現金及び現金同等物の期首残高 5,049,862

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,710,187
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　当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期財務諸表等規則」に従い四

半期財務諸表を作成しております。

（４）継続企業の前提に関する注記

　該当事項はありません。

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

　該当事項はありません。
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「参考資料」

前年同四半期に係る財務諸表等

（１）（要約）四半期損益計算書

科目

前年同四半期
（平成20年３月期
第３四半期）

金額（百万円）

Ⅰ　売上高 67,675

Ⅱ　売上原価 19,296

売上総利益 48,379

Ⅲ　販売費及び一般管理費　 42,929

営業利益 5,450

Ⅳ　営業外収益　 199

Ⅴ　営業外費用 81

経常利益 5,567

Ⅵ　特別損失 191

　税引前四半期純利益 5,376

　税金費用 2,415

　四半期純利益 2,960
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（２）（要約）四半期キャッシュ・フロー計算書

前年同四半期
（平成20年３月期
第３四半期）

区分 金額（百万円）

Ⅰ　営業活動によるキャッシュ・フロー  

  税引前四半期純利益 5,376

  減価償却費 2,176

  売上債権の増加額 △618

  たな卸資産の増加額 △544

  仕入債務の増加額 469

  未払金の減少額 △607

  その他 359

小計 6,609

  法人税等の支払額 △2,822

  その他 △25

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,762

Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー  

  有形固定資産の取得による支出 △3,519

  無形固定資産の取得による支出 △209

  保証金等の差入による支出 △1,074

  その他 690

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,113

Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー  

  長期借入金の返済による支出 △550

  その他 △259

財務活動によるキャッシュ・フロー △810

Ⅳ　現金及び現金同等物に係る換算差額 0

Ⅴ　現金及び現金同等物の減少額 △1,161

Ⅵ　現金及び現金同等物の期首残高 4,669

Ⅶ　現金及び現金同等物の期末残高 3,508
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６．その他の情報

　 （１）生産、受注及び販売の状況

　販売実績

　当事業年度の販売実績を品目別に示すと次のとおりであります。

品目

当第３四半期累計期間
自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日

売上高(千円) 売上構成比(％) 前年同期比(％)

店舗販売   

ビバレッジ 53,102,492 73.0 106.4

フード 11,895,575 16.4 106.8

コーヒー豆 2,671,975 3.7 104.8

コーヒー器具等 3,593,461 4.9 120.4

店舗販売計 71,263,504 98.0 107.0

その他 1,452,037 2.0 131.6

合計 72,715,542 100.0 107.4

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

スターバックス コーヒー ジャパン（株）（2712）平成21年3月期 第3四半期決算短信（非連結）

10


	サマリー情報
	財務諸表２
	定性的情報等3



